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一
八

呆

宝

の

禅

宗

観

―

『
開

心
抄
』

上
巻

を
め
ぐ

っ
て
―

千

葉

正

本
稿
で
は
、
十
四
世
紀
に
活
躍
し
た
古
義
派
真
言
宗
の
学
匠
で
、
東

寺
学
派
の
大
成
者
で
も
あ
る
、
東
寺
観
智
院
を

開
い
た
呆
宝

(
一
三
〇

六
―

一
三
六
二
)
の
著
述
で
あ

る

『
開
心
抄
』
上
巻

の
内
容
を
検
討
し

つ
つ
鎌
倉
新
仏
教
と
し
て
の
禅
宗
を
呆
宝
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
弘
法
大
師
空
海

(七
七
四
ー
八
三
五
)
が
ま
ど
め
た

「
十
住
心

思
想
」
で
は
当
然
、
禅
宗
は
密
教
に
収
め
ら
れ
る
の
に
、
何
故
、
十
四

世
紀
に
な

っ
て
、
突
然
、
禅
宗
だ
け
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
呆
宝
が

活
躍
し
て
い
た
十
四
世
紀
半
ば
の
日
本
仏
教
の
動
勢
か
ら
考
え
る
な
ら

ば
、
呆
宝

に
と

っ
て
、
新
し
い
仏
教
勢
力

と

し

て

の
禅
宗
、
特

に
、

「教
禅
融

合
」
の
立
場
か
ら

「密
禅
併
修
、
禅
密

一
致
」
を
平
然
と

し

て
説
く
、
日
本
臨
済
宗
の

一
派

の
存
在
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
臨
済
宗

の
一
派
と
し
て
は
、
栄
西
の
系
統
、
円
爾
の
系

統

(聖

一
派
)、
覚
心
の
系
統

(法
燈
派
)
が
考

え
ら
れ
る
。
'さ
ら

に
、

五
山

・
十
刹
制
度
の
確
立
期
に
も
当

っ
て
い
る
こ
と
も
関
わ
り
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
京
都

・
東
寺
で
活
躍
し
て
い
た
果
宝

に
と

っ
て
は
、
当
然
、
禅
宗
に
対
し
て
無
反
応
で
は
い
ら
れ
な
く
な

っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
が
、
本
稿
の
問
題
の
所
在
で
あ
る
。

次
に
、
呆
宝
と
禅
宗
と
の
関
係
が
如
何
に
深
い
も
の
で
あ

っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
は
、
後
世
の
も
の
で
あ

る
が
、
『呆
宝
僧
都
事
実
』
と

い
う
伝
記
に
、
「
南
山
宥
快
は
空
海
の
皮
を
得

た

り
。
頼
喩
は
空
海
の

　
ユ
　

肉
を
得
た
り
。
呆
宝
は
空
海
の
骨
を
得
た
り
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
正
し
く
、
禅
宗
の

「皮
肉
骨
髄
」

の
話
に
準
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
後
世
の
人
か
ら
呆
宝
と
禅
宗
と
の
関
わ
り
方

が
推
察
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

続
い
て
、
『
開
心
抄
』

の
構
成
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ

て
み
た
い
。

本
稿

で

は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
七
巻
所
収

の

『開
心
抄
』
を

用
い
る
も
の
で
あ

る
。
『開
心
抄
』
は
上

・
中

・
下
巻
の
計
三
巻
か
ら

成
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
そ
の
中
、
禅
宗

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
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る
上
巻

の
構
成
に
つ
い
て
の
み
に
限

っ
て
記
し
て
み
た
い
。
こ
の

『
開

心
抄
』
上
巻

に

つ
い
て

は
、
呆
宝
自
筆
本

(観
智
院
所
蔵
)
と
慶
長
本

活
本

(大
谷
大
学
所
蔵
)
の
二
本
が
、
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
七
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
『
開
心
抄
』
上
巻
が

い

つ
書
か
れ
た
か

(
2
)

は
、
奥

書
に

「貞
和
五
年
九
月
二
十

一
日
」
(
一
三
五
〇
年
)
と
あ

る
。

そ

こ
で
、
呆
宝
自
筆
本

は
、
「
禅
宗
属
顕
門
、
達
磨
私
建
門
、
機
教
前

後
門
、
過

失
挾
択
門
、
末
世
相
応
門
、
護
国
済
生
門
、
証
道
唯
密
門
、

本
分
極
不
門
、
心
体
同
異
門
、
秘
密
修
禅
門
」
の
計
十
章
か
ら
成
る
。

ま
た
、
慶
長
木
活
本
は
同
じ
く
十
章
か
ら
成
る
が
、
そ
れ

は
、
「禅
密

摂
属
門
、
機
密
前
後
門
、
達
磨
私

建

門
、
擬
著
徳

失
門
、
本
分
極
不

門
、
末
世
相
応
門
、
護
国
済
生
門
、
証
道
唯
密
門
―
心
体
同
異
門
、
秘

密
修
禅
門
」
と
い
う
構
成
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
十
章
に
よ

っ
て
、
問

答
体
の
形
式
で
呆
宝
は
禅
宗
に
対
す
る
批
評
を
行
な

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
十
章

の
中
、
呆
宝
が
最
も
力
を
入
れ

て
禅
宗
を
論
じ

て

い
る
、
「禅
宗
属
顕
門
」
と

「達
磨
私
建
門
」
の
二

章
を
中
心

に
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、

こ
の
二
章
の
内
容
か
ら
呆
宝
の
禅
宗
観
の
特
長
を
次
の
三
点

に
ま
と

め
て
か
ら
検
討
に
移
り
た
い
と
思
う
。
第

一
点
は

「禅
宗
を
顕

教
と
判
ず
る
」、
第

二
点
は

「教
外
別
伝
思
想

へ
の
批
判
」、
そ
し
て
、

第
三
点

は

「祖
統
説

へ
の
批
判
」
と
い
う
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、

こ
の
三
点

の
立
場
か
ら
具
体
的
な
検
討
に
入
る
。

ま
ず
、
第

一
点
の

「禅
宗
を
顕
教
と
判
ず
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
で

あ

る

。

こ

こ

で

は
、

『
開

心
抄

』

上
巻

の
第

一
章

に
掲

げ

ら

れ

て

い
る

「
禅

宗

属

顕

門

」

の
冒

頭

で
次

の
様

に
尋

ね

る

。

問
。
真

言
宗

立
二
顕
密

二
教

一摂
二
一
切
仏
法

一云
云
且

以

達

磨

所

伝

禅
法
可
レ

摂
二
属
何

一耶
。
(
大
正
蔵
七
七

・
七
三
六

a
)

こ
の
問

い
は

、
真

言
密

教

の
立

場

か
ら

当

然

、

尋

ね

ら

れ

る

可
き

も

の
と

云

え

る

で

あ

ろ

う
。

こ

の
問

い
に
対

し

て
、

呆

宝

は
次

の
様

に
答

え

る
。

答
。
高

祖
大
師
。
然
禅

法
是

釈

迦

応

仏

説

故
。
為
二
顕
所
属
殉
此
略
有
三
二

意

殉

一
約

二
依
経
幻
二
約
二
相
承
殉
三

約
二
宗

要

刃
(大

正

蔵

七

七

・
七
三
六

a
)

こ
こ
で
は
、
呆
宝
の
独
自
の
見
解
と
い
え
る

「
三
意
」
の
立
場
か
ら

禅
宗
を
顕
教
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
分
る
。
そ
こ
で
、

「依
経
」
の
立
場

か
ら

は
、
延
寿
の

『宗
鏡

録
』
や
宗
密
の

『禅
源
諸

詮
集
都
序
』
を
引
用
し
て
、
六
祖
慧
能
が

『
金
剛
経
』
で
得
法
し
た
こ

と
を
述
べ
て
空
海
の

『
弁
顕
密

二
教
論
』
か
ら
、
「
顕
教
契
経
部
有
二百

(
3
)

億

一」
を
引
用
し
て
、
禅
宗
は
経
典
に
依
る
か
ら
顕
教
で
あ
る
と

判
ず

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

「祖
承
」
の
立
場

か
ら
は
、

密
教
は
法
身
大

日
如
来
か
ら
相
承
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
禅
宗
は
、
「
然
禅
家
亦
以
二釈

尊

一為
二
説
主
殉
以
二迦
菓

一為
二初
祖
ご

(大
正
蔵
七
七
.
七
三
六
b
)
と
説

い
て
顕
教
に
判
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
次

に
、
「宗
要
」
の
立
場
か
ら

(
4
)

は
、
や
は
り
、
空
海
の

『請
来
目
録
』
か
ら

の
引
用
に
よ

っ
て
、
「禅

門
修
行
巳
翫
二
―
心
利
刀
殉
未
レ
知
ご
三
密
秘
蔵

一属
レ顕
験
。」
(大
正
蔵
七
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一
二
〇

七

・
七
三
六
c
)
と
述
べ
て
、
禅
宗
を
顕
教
に
判

じ
て

い
る
。

以
上
、

「禅
宗
を
顕
教
と
判
ず
る
」
と

い
う
点
か
ら
、
呆
宝
の
禅
宗
観
の
第

一

の
特
長
を
言
え
ぽ
、
禅
宗
側
の

「
禅
密

一
致
説
」

へ
の
批
判
と
い
う
こ

と
に
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
次
に
、
「教
外
別
伝
思
想

へ
の
批
判
」
と

い
う
立
場
を
示
す

も
の
と
し

て
、
同
じ
く

「
禅
宗
属
顕
門
」
の
章
の
中
か
ら
、

一
つ
取
り

上
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
次
の
…様
に
説
か
れ
て
い
る
。

禅
宗
為
二利
智
者
一直
示
二本
分
一不
レ仮
ご言
詮
一故
云
二教
外
可
別
伝
不
立
文

字
一也
。
然
密
教
意
無
下
教
外
可
二詮
顕
一元
法
加
無
下離
レ言
可
二帰
入
一元
処
加

廃
二能
詮
所
詮
一声
字
即
実
相
。
(大
正
蔵
七
七

・
七
三
七
b
)

こ
こ
で

は
、
特
に
、
傍
線
部
分
が

「教
外
別
伝
思
想

へ
の
批
判
」
と

言
え
、
中

で
も

「声
字
即
実
相
」
と
い
う
こ
と
が
、
正
し
く
、
真
言
密

教
の
立
場

で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
「達
磨
私
建
門
」
の
章
に
つ
い
て

の
検
討
に
移
り
た
い
と
思

う
。
こ
こ
で

は
、
呆
宝
の
禅
宗
観
の
特
長
の
第
三
点
と

し
て
、
「祖
統

説

へ
の
批
判
」
が
長
大
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の

一
部

を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と

と
す

る
。
そ
れ

は
、
次
の
様
に
尋
ね
ら
れ

る
。問
。
或
禅
者
以
二諸
教
一総
為
二私
建
之
別
宗
相
褒
二禅
宗
一独
二公
伝
幻
其
詞

云
。
唯
我
禅
門
.、娑
伽
直
下
受
授
嫡
聯
。
故
為
二
一
代
公
伝
殉
宗
門
之
号
不
二

亦
宜
噌乎
云
云
此
有
レ
謂
鰍
如
何

(大
正
蔵
七
七

・
七
三
七
b
)

こ
れ
は
、

何
か
問
い
質
す
が
如
く
の
厳
し
い
口
調
の
問

い
で
あ
る
。
こ

こ
で

の

「或
禅
者
」
と

は
、
虎
関
師
錬

で
あ

り
、
彼

の

『
宗
門
十
勝

(
5
)

論
』
と
い
う
書
か
ら

の
説
を
引
用
し

て
批
判
を
始
め

て

い
る
。
こ

の

「達
磨
私
建
門
」
で
は
、
『宝
林
伝
』
以
来
の
、
禅
宗
の
西
天
二
十
八
祖

説
を
批
判
し
て
、
禅
宗
は
達
磨
が
個
人
的
に
建
て
た
宗
派
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
呆
宝
は
、
中
国
天
台

.
山
外
派
系

(
6
)

の

『
止
詑
』
(『仏
祖
統
紀
』
巻
二
十

一
所
収
)
の
説
を
引
用
し

て
、
契
嵩

の

『伝
法
正
宗
論
』
の
二
十
八
祖
説
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「達
磨
私
建
門
」

の
末
尾
に
、
「開
元
貞
元
蔵
録
載
レ
之
流
行
。
天

台
嘉
祥
高
祖
引
レ之
証
誠
。
然
嵩
為
継
己
祖
恣
財
二
蔵
伝
一謂
二
諭
書
殉
愚

(
7
)

拙
之
甚
也
。」
と
激
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
血
脈

を
重
ん
ず
る
真
言
密
教
側
か
ら
の
祖
統
説
批
判
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
禅
宗
を
飽
く
ま
で
も
顕
教
と

判
じ
、
西
天
二
十
八
祖
説
の
不
当
性
を
論
ず
る
の
が
、
呆
宝
の
禅
宗
観

の
特
色
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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書
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る
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九
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十
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院
)
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